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学位規則第 4 条 2 項該当
母親のしつけことばの特徴とその効果に関する研究
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第E部「母親のしつけことばの特徴」は 4 章で構成される。第 8 章では、幼児期のしつけこと
ば尺度の項目選定を試みた。子どもの保育を職務とする保育士 93 名を対象に調査し、保育士のし






明らかとなった。第 10 章では、幼児を養育中の両親 300 組を対象に、共感性としつけことばとの
関連について調査した。その結果、母親の共感性としつけことばとの関連では、愛情欲求場面よ
り自立欲求場面で、共感低群は共感高群より拒否的しつけことばを多く示すことを確認した。第






第W部「子どもにおけるしつけことばの認知とその効果」は 4 つの章から構成される。第 12 章












































の発達の概念図J r共感性と指導性の 2 軸からなるしつけことばの 4 つのスタイル」といった 3 つ
のモテ、ル図の相互関係が十分に示されていないこと、②子どもの発達に伴って、母親以外の社会
化エイジェントが子どもの社会性の発達にどのような影響を及ぼすのかという点についての考察
が十分ではないことが指摘できる。これらの点については、今後の実証的研究の成果を踏まえ、
モデ、ルに組み込んでいくことが課題として残されている。
以上のような課題もあるが、本論文は、 10 の研究を通して得られた実証的データに基づき、母
親のしつけことばの特徴とその効果に関する新たな知見を提供するとともに、母子相互作用研究
にも貴重な資料を提供している点で、高く評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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